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アプリをダウンロードすると iPad，iPhone，
iPod Touch といった iOS 端末から
読むことができます！

会誌「情報処理」 デジタル
プラクティス

DP
無料

アプリのダウンロード
はこちら（無料） 

会誌「情報処理」
デジタル

プラクティス

会員募集中！！
IT に関する最新情報や研究発表の場の提供を
通じて，あなたのお役に立ちます

自分に合った分野が見つかりそう！

研究会がたくさん♪

発表会へ参加！

〒 101-0062　東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F
Tel.(03)3518-8370　Fax.(03)3518-8375　mem@ipsj.or.jp

一般社団法人 情報処理学会 会員サービス部門

お問合せ

App Store アプリ
のお知らせ

情報処理学会

詳しくは http://www.ipsj.or.jp/ をご覧ください



会誌「情報処理」58巻表紙デザイン募集 !!

会誌編集委員会

　会誌編集委員会では，読者の方々にとってより親しみやすく，また商業誌では得られない知識の習得に役立つ雑

誌を目指し，日々努力しております．

　つきましては，来年の表紙デザインを広く募集いたします．奮ってご応募ください．採用された方には賞金を贈

呈いたします．

応募条件　• 表紙のデザイン（裏表紙，背表紙は含まず）．

　　　　　• A4 判（天地 297mm ×左右 210mm）4 色フルカラー．

　　　　　• 描画手法は問いません．

　　　　　• 「情報処理」の題字，巻号，法定文字，記事タイトル等必要項目は現会誌をご覧ください．　　　

　　　　　• 簡単なデザインコンセプトを添えてください．

　　　　　• 応募資格は問いません．

　　　　　• 可能でしたら，毎号どこかの色を変更する，1 つずつ絵の要素が増えていき 12 号ですべて揃う…など，

号によって少しずつ違ったデザインになるような工夫をお願いいたします（12 号分のデザイン案，も

しくはテキストでの説明も可）

注意事項　• 応募作品は返却いたしません．

　　　　　• 採用作品の掲載にあたって，学会側で多少の変更をさせていただく場合があります．

　　　　　• 採用作品の著作権（著作権法第 27 条，第 28 条の権利を含む）は情報処理学会に帰属します．

　　　　　• 応募作品は未発表のものに限ります（応募作品の知的財産権について，第三者との間に紛争が生じた場

合は，作者がその責を負う）．

　　　　　• 応募される場合は，上記注意事項に同意されたものとみなします．

応募締切　　2016 年 11 月 4 日（金）（必着）

結果通知　　2016 年 11 月下旬

賞　　金　　採用者 1 名に 4 万円

送付先／照会先　　一般社団法人　情報処理学会　会誌編集部門

　　　　　　　　　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F

　　　　　　　　　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Tel.03-3518-8371　Fax.03-3518-8375
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今月の会員の広場では，8 月号へのご意見・ご感想を紹
介いたします．まず，特別解説「マイナンバーを記録した
タブレットやノート PC はメーカ修理してもらえない？」に
ついては，以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■先日，ノート PCを修理した際に記事内容の当事者に
なったため，記事として良かった．	 （吉田泰光）

特集「SAT 技術の進化と応用」については，以下のよう
なご意見・ご感想をいただきました．

■難解で，手にあまりました．	 （藤森英明）

■今回のように非専門家にも分かる特集記事があると，
日ごろとは違う分野について把握できて大変に助かる．	
	 （匿名希望）

■統計的手法であるディープラーニングが注目される
中，この特集の内容は AI が次の段階に進むために必要
な技術の 1つであると考える．なお，製品や取り扱い
民間企業など商用利用の観点からの記載があっても良
いのではないか．	 （吉田泰光）

■大変読み応えがあり勉強になりました．もっと深く
勉強して自分の仕事に応用できないか考えたくなりま
した．SAT ソルバーのさらなる発展を期待します．	
	 （匿名希望）

「3．SAT とラムゼー数」
■文体が良かった．	 （匿名希望）

解説「ディジタル手書きの情報処理」については，以下
のようなご意見・ご感想をいただきました．

■今まで知られていないことが分かるようになると思
えて興味深かった．さらに手書きのときの姿勢といっ
た情報を集めればより多くの知見が得られると思いま
した．	 （藤森英明）

■学習者のつまずき推定が面白かったです．常々，子
供の勉強する様子を見ていて，文房具をセンシングし
て学習との関係を見ると面白そうだと思っていたので．	
	 （匿名希望）

シニアコラム「IT 好き放題：もう1 つの「難民」問題」につ
いては，以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■情報セキュリティに対する認識が浅い記事内容である．	
	 （吉田泰光）

連載「あなたの知らないプログラミングの世界：プログラミ
ングを学ぼう！」については，以下のようなご意見・ご感想
をいただきました．

■私はプログラムの学習経験者なので，今回はプログ
ラムをうつすだけで少し簡単すぎたが，中学生や小学
生を対象と見ると，とても分かりやすい説明で容易に
理解できると思う．また，「＄」の表示の仕方などの初
学者が分からないであろう点もきちんと説明していて
良いと思った．	 （澤　佳祐／ジュニア会員）

連載「あなたの知らないプログラミングの世界：まねて
おぼえるプログラミングのいろは（前編）」については，
以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■私も読者の1人としていじってみました．ジュニア会員
をターゲットとする記事は挑戦的です．	 （山田菊子）

■ jquery に依存しているコードでしたので初学者には
標準 API で説明すべきと思いました．また，JavaScript
コンソールのプログラム環境とほかのプログラム環境
は扱いがかなり違いますので，初学者がつまづく可能
性が高くなると思います．	 （匿名希望）

■「ビットくんをいじりたおせ」は，よく知っているサー
ビスに対して，ふだん使っているブラウザで，そのま
まプログラミングを始めるところが良い．コンピュー
タのリテラシー教育で使ってみたい．	 （匿名希望）

連載「会誌編集委員会女子部」については，以下のような
ご意見・ご感想をいただきました．

■タイトルが「子どもを産んで思うこと」であるため，
記事の内容が「子どもを産む」女性専用のものと誤解さ
れやすいと感じた．記事本文では「介護」についても
言及されている．記事のタイトルは，記事本文のこの
広範な内容を示すように言葉を選べば，読者のこの記
事に対する注目が高まり，理解もより深まると思う．	
	 （匿名希望）

教育コーナー「ぺた語義：情報科教員を目指す学生さん
に向けたガイダンス会」については，以下のようなご意見・
ご感想をいただきました．

■単なる事務報告であった．	 （匿名希望）
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皆様にとって会誌をより役立つものとするため，
　・記事に対する感想，意見　・記事テーマの提案　・会誌または学会に対する全般的な意見，提言
　・その他，情報処理技術についての全般的な意見，提言
など自由なご意見，ご感想をお待ちしております．
なお，「道しるべ」については
<URL：http://www.ipsj.or.jp/magazine/sippitsu/michishirube.html>で
これからのテーマ案を募集しており，いただいたご意見をまとめております．
※ご意見，ご感想を会誌に掲載させていただいた方には薄謝または記念品を進呈いたします．

掲載に際しては，編集の都合上，ご意見に手を加えさせていただくことがありますので，あらかじめ
ご了承ください．	 なお，意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会の
プライバシーポリシーに準じて取り扱いいたします．
<URL：http://www.ipsj.or.jp/privacypolicy.html>

応募先　　〒 101-0062　東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　
　　　　　一般社団法人　情報処理学会　会誌編集部門　
　　　　　E-mail	:	editj@ipsj.or.jp　Fax	(03)	3518-8375　
　　　　　http://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html

ご意見をお寄せ
ください！

これらのコメントは Web 版会員の広場「読者からの声」< URL : http://www.ipsj.or.jp/magazine/dokusha.html > にも掲載しています．
Web 版では，紙面の制限などのため掲載できなかったコメントも掲載していますので，ぜひ，こちらもご参照ください .
会誌や掲載記事に関するご意見・ご感想は学会 Web ページでも受け付けております．今後もよりよい会誌を作るため，ぜひ皆様のお声を
お寄せください．

報告「2015 年度論文賞の受賞論文紹介」については，以
下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■良い記事だと思うが，こういうところが評価された
などの受賞理由も載せてもらえると，もっと興味深く
読めると思う．	 （匿名希望）

寄稿「山口英教授追悼」については，以下のようなご意見・
ご感想をいただきました．

■山口英教授のお人柄や世界観を知ることができまし
た．ご冥福をお祈りいたします．	 （匿名希望）

連載「ビブリオ・トーク：現代倫理学入門」については，
以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■本誌の主な読者である情報処理技術者が，自身の専
門以外で読むべき本を，平易な概要とともに紹介して
おり，とても有用と思う．情報処理研究者・技術者にとっ
て，倫理についての基本的な知識は必須と考えている．
	 （匿名希望）

会議レポート「会誌編集委員会女子部〜番外編！〜イン
タラクション 2016 Women's Luncheon 開催報告」につ
いては，以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■「会議レポート」の参考文献 1）の編者の 1人です．
情報処理学会の記事に参照いただけて，とても光栄で
す．ランチョンミーティングは，土木学会では継続し
て開催できませんでしたが，地盤工学会が数年にわた
り開催しています．また，最近では日本水環境学会も
開催していると聞きます．ご一緒できるといいな，と
思います．	 （山田菊子）

会誌の内容や今後取り上げてほしいテーマに関して，以
下のようなご意見やご要望をお寄せいただきました．今
後の参考にいたします．

■テーマ：小，中学校でのプログラミング教育のメリッ
ト・デメリットについて，学会からいろいろ提案して
もらいたい．	 （藤森英明）

■機械学習（深層学習）について具体的な実装方法が
ついた形での記事や，セキュリティ技術の分野（やコ
ンテスト），秋葉さんが研究している具体的なアルゴリ
ズムについての記事も見てみたい．
	 （匿名希望／ジュニア会員）

■映像を用いたスポーツ中の動作解析について，東京
オリンピックが盛り上がりそうなので，ぜひ，期待し
たいです．	 （長山知由理）

■他分野の方たちと情報科学分野のマッチングのきっ
かけとして，建築設備と情報通信など，他分野との境
界領域を取り上げた特集を望みます．	 （匿名希望）

■ 8月号（夏休み）ということで，ジュニア会員（次世代）
を意識した紙面づくりをされていたのは，好感が持て
ました．	 （匿名希望）

【本欄担当　中野圭介，森田	　一／会員サービス分野】
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 論文誌「Applications and the Internet in Conjunction with Main  10月28日（金） 
 Topics of COMPSAC 2016」特集への論文募集 
 http://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/17-T.html
 論文誌「離散と計算の幾何・グラフ・ゲーム」特集への論文募集 10月31日（月） 
 http://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/17-N.html
 会誌「情報処理」58巻表紙デザイン募集 11月4日（金） 
 http://www.ipsj.or.jp/magazine/topics/design-boshu58.html
 論文誌「組込みシステム工学」特集への論文募集 11月4日（金） 
 http://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/17-Y.html
 デジタルプラクティス「IoTシステムと組込み技術」特集論文 11月7日（月） 
 募集 
 http://www.ipsj.or.jp/dp/cfp/dp0803s.html
 論文誌「高度化するサイバー攻撃に対応するコンピュータ 11月25日（金） 
 セキュリティ技術」特集への論文募集 
 http://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/17-R.html
 論文誌「ユビキタスコンピューティングシステム（Ⅵ）」 12月9日（金） 
 特集への論文募集 
 http://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/17-W.html
 論文誌「エンタテインメントコンピューティング」特集 12月21日（水） 
 への論文募集 
 http://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/17-V.html
10月14日（金）～ 第113回音楽情報科学研究発表会 8月18日（木） 当日のみ 石川県　国民宿舎能登 
10月15日（土） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mus113.html   能登小牧台
10月15日（土）～ 第136回コンピュータと教育研究発表会 8月29日（月） 当日のみ 青山学院大学 
10月16日（日） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ce136.html   相模原キャンパス
10月17日（月） SOUPS2016論文読破会   セコム（株） 
 http://www.sig-spt.org/   セコム本社
10月19日（水）～ マルチメディア通信と分散処理ワークショップ（DPSWS2016） 6月18日（土）  プラザホテル山麓荘 
10月21日（金） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dpsws2016.html   （秋田県田沢湖）
10月20日（木）～ 組込みシステムシンポジウム2016（ESS2016）   早稲田大学 
10月22日（土） http://www.sigemb.jp/ESS/2016/
10月22日（土） 平成28年度（第67回）電気・情報関連学会中国支部連合大会 8月19日（金）  広島大学工学部 
 http://rentai-chugoku.org/index.html   東広島キャンパス
10月24日（月）～ 第170回ヒューマンコンピュータインタラクション・ 9月12日（月）  筑波大学（予定） 
10月25日（火） 第52回ユビキタスコンピューティングシステム合同研究発表会 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hci170ubi52.html
10月26日（水）～ 第111回プログラミング研究発表会 8月26日（金） 当日のみ 日本アイ・ビー・エム 
10月27日（木） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/pro110.html   （株）本社事業所
10月28日（金） 臨時総会   化学会館 
 http://www.ipsj.or.jp/topics/soukai20161028.html
10月28日（金） 連続セミナー 2016　第4回「広がりを見せる IoTの現状と今後の展望」  定員になり次第 日本大学理工学部駿河 
 http://www.ipsj.or.jp/event/seminar/2016/index.html   台校舎1号館／ 
    大阪大学中之島センター
10月29日（土） 第112回人文科学とコンピュータ 9月5日（月） 当日のみ 同志社大学室町キャン 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ch112.html   パス（京都府）
11月4日（金）～ ゲームプログラミングワークショップ2016（GPW-16）   軽井沢学習研修所 
11月6日（日） http://www.ipsj.or.jp/sig/gi/   （予定）
11月9日（水）～ 第165回コンピュータグラフィックスとビジュアル情報学・ 9月14日（水） 当日のみ 九州大学 
11月10日（木） 第14回デジタルコンテンツクリエーション・   医学部百年講堂 
 第204回コンピュータビジョンとイメージメディア合同研究発表会 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/cg165dcc14cvim204.html
11月11日（金）～ 第43回組込みシステム研究発表会 9月30日（金） 当日のみ 九州大学 
11月12日（土） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/emb43.html   伊都キャンパス
11月12日（土） 第6回高齢社会デザイン研究発表会 9月20日（火） 当日のみ 東京大学 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/asd6.html   本郷キャンパス
11月12日（土）～ エンタテインメントコンピューティングシンポジウム（EC2016）  当日可 グランフロント大阪・ 
11月14日（月） http://ec2016.entcomp.org/index.php   相愛大学
11月15日（火） 連続セミナー 2016　第5回「メディアアート」  定員になり次第 化学会館／ 
 http://www.ipsj.or.jp/event/seminar/2016/index.html   大阪大学中之島センター
11月17日（木）～ 第194回ソフトウェア工学研究発表会 9月26日（月） 当日のみ 長良川国際会議場 
11月18日（金） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/se194.html
11月17日（木）～ 第168回マルチメディア通信と分散処理・ 9月26日（月） 当日のみ 長崎歴史文化博物館 
11月18日（金） 第21回セキュリティ心理学とトラスト・ 
 第74回EIP電子化知的財産・社会基盤合同研究発表会 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dps168spt21eip74.html
11月18日（金） 第103回ドキュメントコミュニケーション研究発表会 9月21日（水） 当日のみ セコム本社 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dc103.html   セコムホール
11月18日（金）～ グループウェアとネットワークサービスワークショップ 9月9日（金）  草津温泉ホテル＆ 
11月19日（土） 2016（GNWS2016）   スパリゾート中沢 
 http://www.ipsj.or.jp/sig/gw/gnws2016/   ヴィレッジ
11月18日（金）～ 第20回教育学習支援情報システム研究発表会 9月24日（土） 当日のみ 徳島大学 
11月19日（土） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/cle20.html

IPSJ カレンダー

　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
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［トピックス］
9月 20日 2016年度臨時総会の開催について
9月 15日 人材募集情報（Vol.57 No.10）
9月 15日 会誌「情報処理」Webカタログ（Vol.57 No.10）
9月 09日 論文誌「ユビキタスコンピューティングシステム（Ⅵ）」特集 論文募集
9月 09日 論文誌「組込みシステム工学」特集 論文募集
9月 01日 ［プレスリリース］CITP企業認定における資格（職種，レベル）追加認定制度のお知らせ
8月 31日 「個人情報の保護に関する法律施行規則（案）」に関する意見

Web ページ（http://www.ipsj.or.jp/）更新情報

　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
11月24日（木）～ 第160回アルゴリズム研究発表会 9月9日（金） 当日のみ 神戸情報大学院大学 
11月25日（金） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/al160.html
11月28日（月）～ コンピュータシステム・シンポジウム（ComSys2016） 11月2日（水）  法政大学市ヶ谷 
11月30日（水） http://www.ipsj.or.jp/sig/os/index.php?ComSys2016   キャンパス
11月28日（月）～ 第215回システム・アーキテクチャ研究発表会 9月11日（日） 当日のみ 立命館大学大阪 
11月30日（水） （デザインガイア2016）   らきキャンパス 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/arc215.html
11月28日（月）～ 第177回システムとLSIの設計技術研究発表会 9月11日（日） 当日のみ 立命館大学大阪 
11月30日（水） （デザインガイア2016）   いばらきキャンパス 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/sldm177.html
12月1日（木）～ 第9回インターネットと運用技術シンポジウム（IOTS2016） 9月19日（月） 11月24日（木） 福山大学宮地茂記念館 
12月2日（金） http://www.iot.ipsj.or.jp/iots/2016  定員になり次第 （広島県福山市）
12月1日（木）～ 第75回コンピュータセキュリティ研究発表会 10月24日（月） 当日のみ はこだて未来大学 
12月2日（金） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/csec75.html
12月2日（金）～ 第2回アクセシビリティ研究発表会 9月28日（水） 当日のみ 国立情報学研究所 
12月3日（土） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/aac2.html
12月3日（土） 日本技術者教育認定制度（JABEE）審査講習会・受審校向け講習会  11月25日（金） 電気学会会議室 
 http://www.iee.jp/?page_id=6704&date=2016-12-12&mode=calendar  定員になり次第 
  
12月3日（土） 第138回情報システムと社会環境研究発表会 10月7日（金） 当日のみ 法政大学 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/is138.html   小金井キャンパス
12月3日（土）～ 第137回コンピュータと教育研究発表会 10月17日（月） 当日のみ 長崎県立大学 
12月4日（日） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ce137.html   シーボルト校
12月8日（木）～ 第95回オーディオビジュアル複合情報処理研究発表会 10月7日（金） 当日のみ 石川県地場産業復興 
12月9日（金） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/avm95.html   センター
12月9日（金）～ 人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもんこん2016」 9月8日（木） 当日可 国文学研究資料館・ 
12月11日（日） http://www.iot.ipsj.or.jp/iots   国立国語研究所
12月20日（火）～ 第114回音声言語情報処理研究発表会 10月13日（木） 当日のみ NTT武蔵野ホール 
12月21日（水） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/slp114.html
12月21日（水）～ 第157回ハイパフォーマンスコンピューティング研究発表会 10月25日（火） 当日のみ 沖縄産業支援センター 
12月22日（木） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hpc157.html
12月22日（木） 連続セミナー 2016　第6回「フィンテック～ブロックチェインの理解と応用～」 定員になり次第 化学会館／ 
 http://www.ipsj.or.jp/event/seminar/2016/index.html   大阪大学中之島センター
 
2017年
 論文誌「私たちを取り巻く情報の信頼性とライフタイムを 2月27日（月） 
 意識した安全な社会基盤の確立に向けて」特集への論文募集 
 http://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/17-Z.html
1月19日（木）～ ウィンターワークショップ2017・イン・飛騨高山 12月8日（木）  高山市民文化会館 
1月20日（金） http://wws.sigse.jp/2017/   ／ひだホテルプラザ
3月16日（木）～ 情報処理学会第79回全国大会   名古屋大学 
3月18日（土） http://www.ipsj.or.jp/event/taikai/79/   東山キャンパス

詳細は，jabee-office＠ iee.or.jpに問合せください



人材募集
（有料会告）

申込方法：

 ＊都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．
申込期限：毎月 15日を締切日とし翌月号（15日発行）に掲載します．
掲載料金：国公私立教育機関，国公立研究機関  税抜  20,000円（税込  21,600円）

 賛助会員（企業）  税抜  30,000円（税込  32,400円）

 賛助会員以外の企業  税抜  50,000円（税込  54,000円）
 ＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 税抜 4,000円（税込 4,320円）で同一内容を 
 　本会Webページに掲載できます．
申 込 先：情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax (03)3518-8375
 ＊原稿受付の際には必ず原稿受領のお知らせを差し上げています．もし返信がない場合は念の 

　ため確認のご連絡をください．

＊特に指定がないかぎり履歴書には写真を貼付のこと

任意の用紙に件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書に記載する「宛名」，
Web掲載の有無などを記載し，掲載希望原稿（［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当
科目），応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，照会先］）を添えて下記の申込先へ，
E-mail，Faxまたは郵送にてお申し込みください．

有

料

会

告

1166 情報処理 Vol.57 No.11 Nov. 2016

■兵庫県立大学大学院工学研究科

募集人員 教授　1名
所　　属 電子情報工学専攻
専門分野 知覚情報処理，特に画像情報処理，コンピュータビジョン，パターン認識などを研究している方
担当科目 数値情報工学講究，数値情報工学セミナー，オートマトンと形式言語・計算機基礎など情報処理関連科目，学生実験
応募資格 博士の学位を有し，上記専門分野の教育と研究に熱意と意欲がある方
着任時期 2017年4月1日
提出書類 研究業績リスト，主要論文別刷，教育歴および学会・社会における活動報告書，研究概要書，教育・研究への抱負を記載した書類，

推薦書1通または応募者に対して意見を伺える方2名の氏名・役職と連絡先を記載した書類
応募締切 2016年10月31日（必着）
送 付 先 〒671-2280 兵庫県姫路市書写2167　兵庫県立大学姫路工学キャンパス　総務課気付　大学院工学研究科長　川月喜弘
照 会 先 電子情報工学専攻　上浦尚武　E-mail: koubo175@eng.u-hyogo.ac.jp　Tel/Fax(079)267-4918
そ の 他 応募書類の様式および詳細は，Webページ（http://www.eng.u-hyogo.ac.jp/outline/koubo/index.html）を参照ください．JREC-INにも

掲載しております
 工学研究科では，男女共同参画を推進していますので，女性研究者の応募を歓迎します．また，次世代エネルギー，高度生産加

工技術および医工学にかかわる分野の教育・研究を推進しており，着任後，これらの分野（特に医工学）で貢献できる人材を歓迎
します

■熊本大学大学院先端科学研究部

募集人員 准教授　1名
所　　属 環境科学部門
専門分野 ビッグデータ工学分野（特に，アルゴリズム，コンピュータネットワーク，データサイエンス，機械学習，Web，情報検索，セキュ

リティなど）
応募資格 ①学位：博士あるいはPh.D.の学位を有する方
 ②実績･能力　・ビッグデータ工学分野における教育と研究に対して十分な能力と熱意があり，国際的ならびに社会的な教育研究

活動に積極的である方，・外部資金獲得の実績があり，今後も継続して研究資金を獲得できる方（ただし，応募時点で民間企業な
どに所属されている方については，実績は必須ではない），・英語でのコミュニケーションと英語による指導や講義ができる方，

 ・外国人の場合には，学内外における諸業務の遂行が可能な日本語能力を有する方
着任時期 2017年4月1日以降のできるだけ早い時期
提出書類 ①履歴書，②研究略歴および業績リスト，③主要論文別刷（10編まで，コピー可），④教育に対する抱負（A4用紙2000字程度），

⑤研究に対する抱負（A4用紙2000字程度），⑥所見を求め得る方2名の氏名･所属･連絡先
応募締切 2016年11月4日（必着）
送 付 先 〒860-8555 熊本県熊本市中央区黒髪2-39-1　熊本大学教育研究支援部　自然科学系事務課　人事担当
照 会 先 先端科学研究部　有次正義　E-mail: aritsugi@cs.kumamoto-u.ac.jp　Tel(096)342-3641（直通）
そ の 他 詳細はWebページ（http://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/saiyou/）を参照ください
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■北見工業大学情報システム工学科

募集人員 特任助教　1名（任期：5年（ただし任期内に常勤助教へ転換．その後業績に応じて昇任可能））
専門分野 情報システム工学分野．特に，ロボット知能，システムのスマート化，IoT関連技術，セキュリティ等の分野に関心のある方
担当科目 学部での学生実験，演習科目の一部を担当
応募資格 博士の学位を有する方，または着任までに取得が確実な方
着任時期 2017年2月1日以降のできるだけ早い時期
提出書類 研究業績リスト，すべての査読付き学術論文の別刷（コピー可），外部資金獲得状況リスト，これまでの研究の概要と今後の教育

および研究に関する抱負（各1000字程度），推薦書1通または照会可能な方2名の所属，氏名，連絡先
応募締切 2016年11月11日（当日消印有効）
送付先／照会先 〒090-8507 北海道北見市公園町165　北見工業大学情報システム工学科　学科長　亀丸俊一
   E-mail: koubo@cs.kitami-it.ac.jp　Tel(0157)26-9345 （直通）
そ の 他 給与：年俸制を適用する
 詳細は本学Webページ（http://www.kitami-it.ac.jp/）内の採用情報を参照ください

■国立研究開発法人　産業技術総合研究所　イノベーションスクール

募集人員 ポスドク研究員（イノベーションスクール生）　20名程度
所　　属 国立研究開発法人産業技術総合研究所
着任時期（任期） 2017年4月1日～ 2018年3月31日（1年間）
募集期間 2016年11月中旬～ 2017年1月中旬
そ の 他 制度説明：産総研イノベーションスクールは若手研究者の人材育成・キャリア開発事業を行っています．スクールが雇用するポ

スドク研究員（スクール生）は，産総研にて各自の専門分野の研究を実施しつつ，スクール独自の講義演習受講および民間企業へ
の研修（3カ月程度）をしていただきます．これにより，産業界をはじめとした社会の幅広い分野で即戦力として活躍できる能力
を身に付けることができます

 応募資格や提出書類等の詳細は，後日スクールWebページ（https://unit.aist.go.jp/inn-s/）に掲載いたします

■福岡工業大学情報工学部情報工学科

募集人員 准教授または助教　1名
専門分野 情報工学（離散構造）または関連分野
着任時期 2017年4月1日
応募締切 2016年11月25日（必着）
照 会 先 情報工学科長　前田道治　E-mail: maeda@fit.ac.jp　Tel(092)606-4905
そ の 他 詳細はWebページ(http://www.fit.ac.jp/daigaku/koubo/kyoin_kobo/index)をご参照ください

■九州大学マス・フォア・インダストリ研究所

募集人員 教授　1名
専門分野 Mathematical Aspects of Information Sciences

応募資格 We seek candidates with a strong background in mathematics, interest in collaboration with industry and research expertise in 

mathematical aspects of information sciences.

着任時期 2017年4月1日以降
提出書類 詳細はWebページ（http://www.imi.kyushu-u.ac.jp/recruits）内の該当公募案内を参照ください
応募締切 2016年11月30日（必着）
送 付 先 〒819-0395 福岡県福岡市西区元岡744　九州大学マス・フォア・インダストリ研究所　IMI教授選考委員会
照 会 先 マス・フォア・インダストリ研究所　溝口佳寛　E-mail: ym@imi.kyushu-u.ac.jp

そ の 他 応募書類は日本語でも可
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情報処理学会 第 79 回全国大会
【スローガン：オープン・イノベーションと情報技術】

一般セッション・学生セッション 講 演 募 集 案 内
【会期】2017 年 3 月 16 日 ( 木 ) ～ 18 日 ( 土 )
【会場】名古屋大学 東山キャンパス（名古屋市千種区不老町）

【共催】名古屋大学大学院工学研究科・情報科学研究科
【Web サイト】http://www.ipsj.or.jp/event/taikai/79/index.html

　情報処理学会では、第 79回全国大会の一般セッション・学生セッ
ションの講演申込受付を以下のとおり行います。
　毎回 1,200件を超える発表申込をいただき活発な議論、意見交換、
交流が行われております。皆様の研究成果発表の場として、是非とも
奮ってお申込ください。

〔募集分野〕
以下の分野で募集を行う予定です。
詳しくは第 79回全国大会Webサイトをご覧ください。

1．コンピュータシステム 

2．ソフトウェア科学・工学 

3．データとウェブ
4．人工知能と認知科学  

5．ネットワーク
6．セキュリティ
7．インタフェース 

8．コンピュータと人間社会 

〔講演募集内容と使用言語〕
1.全国大会にふさわしい内容を備えたものとします。
　（情報技術の学術・技術の振興に寄与する研究成果の発表）
2.発表は日本語または英語とします。

〔講演申込資格〕
申 込 種 別 資　　格

一般セッション 不問

学生セッション 高専・大学学部・修士（博士前期課程）在学者

〔講演時間（質疑応答含む）、論文頁数〕
講 演 申 込 種 別 講 演 時 間 原 稿 頁

一般セッション 20分 2頁

学生セッション 15分 2頁

〔講演申込・原稿投稿日程〕
講演申込・原稿投稿受付開始：2016年 10月  3日（月）（予定）
講演申込・修正・取消締切日：2016年 12月  2日（金）
原稿投稿・差換え締切日　　 ：2017年  1月 13日（金）

〔講演申込・原稿投稿方法〕
講演申込、原稿投稿は、標記の第 79回全国大会Webサイトからお願
いいたします。

〔講演申込にあたっての注意事項〕
＊講演申込は講演発表者ご本人様で行ってください。
＊講演申込締切後の申込情報変更は、一切受付けません。
＊講演の代理（代読）は原則として認めません。
＊講演キャンセルの連絡は、必ず電子メールにて
　［ipsj79@gakkai-web.net］までお願い致します。
＊講演申込登録締切後に講演をキャンセルされましても、講演参加費
および論文集代（希望者のみ）はお支払いいただくことになります
のでご注意ください。

＊講演申込登録をされた情報のうち書誌情報（標題、講演者および共
著者の名前・所属、論文要旨）、および原稿は、情報処理学会電子
図書館（情報学広場）に掲載いたしますので予めご承知置き下さい。
なお、掲載時期は論文の公知日（大会初日）から 3カ月経過以降の
予定です。

〔講演機器〕
講演機器は、プロジェクタになります。接続ケーブルは、D-sub15ミ
ニピンです。ノート PCは、準備しておりませんので各自で必ずご持
参願います。

〔講演参加費・講演論文集代（税込）〕
申 込 種 別 会 員 種 別 費 用 （ 税 込 み ）

一般セッション
学生セッション
（1件の申込につき )

正会員 10,300円　　

学生会員 6,200円　　

一般非会員 25,800円　　

学生非会員 15,500円　　

講演論文集（希望者のみ） 全会員種別 8,300円　　

＊ジュニア会員の講演参加費用は無料です。
＊会員とは、 講演者が本会の会員番号をお持ちの個人会員の方です。
＊電子情報通信 ､電気 ､映像情報メディア ､照明の会員番号をお持ち
の個人会員の方は会員費用で申し込めます。

＊講演参加費には、講演料、大会参加費、プログラム冊子、全論文収
録の DVD-ROMが含まれます（論文の別刷は前大会から廃止にな
りました）。

＊講演者の方には、ご自身の論文が掲載されている講演論文集 1部に
限り、講演申込同時予約販売をいたします。ご希望の方は、講演申
込フォームの講演論文集欄を「希望する」にチェックしてください。

＊上記の講演参加費は、1件の申込に対しての費用ですので、複数件
講演申込する場合には講演参加費×申込件数分の講演参加費が必要
となります。

♠ 会員価格での参加について：入会承認のプロセスが変わりますので、
ご注意ください！

2016年 10月 1日より、当会入会承認のプロセスが変わります。
・講演申込締切の 2016年 12月 2日（金）までに、必ず入会手続き
を完了してください→仮会員番号が発行されます。会員番号入力
欄には仮会員番号を入力してください

・入会に伴う会費のお支払いは 12月末日までにお願いします
※ 2016年 10月 1日より、月割ではなく年度額をお支払いいただくこ
とになりました。詳しくは本誌 1170ページをご覧ください。

※今大会（79大会）より、入会申請中での会員価格での講演申込みは
廃止になりました。

〔表彰について〕
全国大会では、発表された論文の中から優秀な論文、発表に対して以
下の賞を贈呈しております。それぞれの賞の受賞対象は、当会の個人
会員に限りますので、非会員の方は当会にご入会の上、講演申込みを
していただくことをお勧めいたします。
※第 78回大会より選出方法が変更になりました。

賞 の 種 類 受 賞 者

大会優秀賞 全国大会で発表された当会の会員で、特に優秀
な論文の登壇発表者 10名以内。

大会奨励賞 全国大会で発表された当会の会員で、学部生また
は学部在学から卒業後 10年までの新進の科学者
または技術者で、大会優秀賞の対象とならなかっ
た論文の登壇発表者 10名以内。

学生奨励賞 全国大会で発表された当会の会員で、学生セッシ
ョンで発表された中から、優秀な発表をした方各
2名以内。大会のローカルアワードとして授与（該
当なしの場合もあり）。

〔大会最新情報の掲載〕
講演申込に関する詳細、大会で開催予定の招待講演、イベント企画セ
ッション等の詳細は、第 79回全国大会Webサイトへ逐一掲載してま
いりますのでご確認ください。

〔問合せ先〕
　一般社団法人情報処理学会 事業部門
　Tel.03-3518-8373　Fax.03-3518-8375
　E-mail: jigyo@ipsj.or.jp
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マイクロソフト情報学研究賞候補者推薦募集について

　情報学の主要な分野で国際的に活躍できる優秀な若手研究者を表彰の対象として , 日本マイクロソフト株式会社のご協力による
「マイクロソフト情報学研究賞」を本年度より創設いたしました． 　
　本賞は，当会第 20 代会長の長尾真先生（京都大学名誉教授）からご寄贈いただいた資金による「長尾真記念特別賞」の主旨を
引継ぎ設けられた賞です． 
　つきましては，2016 年度マイクロソフト情報学研究賞候補者の推薦を以下の通り募集いたしますので，ご一読のうえ，多くの
候補者の方のご推薦をいただけますようお願いいたします．

2016 年度マイクロソフト情報学研究賞候補者推薦要領
募集ページ：http://www.ipsj.or.jp/topics/microsoft-award_boshu2016_new.html

●候補者の対象
情報学の主要な分野で，その研究・開発において国際的に顕著な貢献が認められ，今後もその進歩・発展が期待される若手
研究者（共同研究・開発の場合はその代表者）で，日本国内の大学及び公的研究機関に所属し，推薦締切日時点で本学会正
会員として 3 年以上を経過し博士号取得後 10 年以内の者とする．

＊候補者の成果は本学会での発表物には限りません．具体的な結果としてある業績でなくとも，コンセプトとして斬新で面
白いと思われるものは，途中経過にあるものでも積極的に評価します．また，新しい研究領域の立ち上げ等に関する貢献
についても積極的に評価します．

●推薦の条件
推薦者は本会正会員または名誉会員とする．

●推薦手続
所定の推薦用紙に必要事項を記載し，本会宛に 1 部を提出する．
推薦用紙は Web ページ（http://www.ipsj.or.jp/topics/microsoft-award_boshu2016_new.html）からダウンロードしてください．

●推薦締切日
2016 年 11 月 4日（金）必着

●選考方法
学会内にマイクロソフト情報学研究賞選定委員会を設け，2 名以内を選定し理事会において決定する．

＊選考の過程で，推薦者に照会する場合がありますので予めご了承ください． 
＊選考の結果，受賞された方の本賞にかかわる情報および個人情報（氏名，所属，年齢，連絡先（住所，電話番号，e-mail

アドレス）等）につきましては，日本マイクロソフト株式会社に提供致しますのであらかじめご了承ください．

●賞の贈呈
2017 年 3 月の全国大会で表彰．賞状，賞金（100 万円），および日本マイクロソフト株式会社からの副賞 *
＊マイクロソフトリサーチ主催の学術イベント招待他

●推薦用紙提出先・照会先
　一般社団法人　情報処理学会　マイクロソフト情報学研究賞係
　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5 化学会館 4F
　Tel.(03)3518-8374　Fax.(03)3518-8375　e-mail: soumu@ipsj.or.jp



■ 入会承認プロセス

*1：正会員の入会金免除の方法は，入会申込書に記載しています．
*2：表示の会費は2016年度額です．
*3：論文誌ジャーナル（月刊）．オンラインのみの購読となります．年度途中からの場合でも繰越はありません．
*4：入会と同時に申込みできますが，毎年度変わりますので，研究会のWebサイトを参照してください．年度途中からの場合でも繰越はありません．
*5：消費税込の金額については，2016年度は8%となります．

（消費税対象外） （消費税対象外） （消費税込*5） （消費税込*5）
入会金*1 年度会費*2 論文誌購読費*3 研究会登録費*4

一般社団法人 情報処理学会 会員サービス部門 〒101-0062  東京都千代田区神田駿河台1-5 化学会館4F
Tel.(03)3518-8370 Fax.(03)3518-8375 メール: mem@ipsj.or.jp http://www.ipsj.or.jp/

■ 2016年度会費等の金額

■ 照会先

正会員 2,000円 9,600円 5,400円 有料
学生会員 --- 4,800円 5,400円 有料（1つ無料）
賛助会員 --- 1口 50,000円 5,400円 有料（口数分無料）

入会申込書送信（入会希望者）

STEP
07

STEP
06

STEP
04

STEP
02

STEP
01

STEP
05

STEP
03

STEP
08

変更個所は下線のとおり． （ ）内は作業者，＜＞内は手段を示します．

10月より入会承認のプロセスが変わりました

受付＜自動返信メール＞
｛仮会員番号の通知｝

入会会費の納入※（入会希望者）
｛指定期日まで（ひと月以内）｝

入会承認（理事会）
{入会会費の納入者のみ}

入会承認通知・会員証（事務局）
{会員番号通知}＜メール＆郵送＞

会誌「情報処理」配布
＜郵送＞（事務局）

電子図書館のユーザ登録案内
＜メール＞（事務局）

請求書を発行（事務局）
＜郵送またはメール＞

【重要】新規入会時の手順および会費請求方法の変更について（2016.5.18）
　　　    http://www.ipsj.or.jp/member/nyukai_tejunhenko.html

すでに Web 等でお知らせしたとおり，新規入会については，2016 年 10 月 1 日受付分より入会承認のプロセ
スが変更となりましたのでご注意ください．詳細は下記 URL をご覧ください．

■変更点　　・入会会費は年度額を請求します．2016 年度会費［正会員：9,600 円，学生会員：4,800 円］
　　　　　　・年度途中からの入会でも，翌年度への繰越はありません．新年度は４月からスタートします．
　　　　　　・指定期日または 1 カ月以内に入会会費の納入が確認できなかった場合には，入会をキャンセルしたとみなします．
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［広告代理店］アドコム・メディア（株）　E-mail: sales@adcom-media.co.jp　
〒 169-0073 東京都新宿区百人町 2-21-27
Tel.(03)3367-0571　Fax.(03)3368-1519

❶封入希望月の前月 15 日までに下記事項を記載の上、問合せ先
までお申し込みください。

　　❖会社名，担当者，連絡先（住所、Tel、Fax、E-mail）　❖封入希望号
　　❖サイズ　❖カタログの簡単な内容説明
　　❖割引対象にあたる場合はその旨記載ください。

❷封入希望月の遅くとも前月末日までに下記事項について手配を
お願いします。

　　❖カタログ見本を問合せ先までお送りください（PDF、Fax 可）。
　　❖納品業者をお知らせください。

❸納品日は封入希望月の 5日（土曜、日曜、祝日の場合は翌営業日）です。
日付指定にて必要枚数（20,000 枚）を印刷し指定の納品先へお
送りください。

　　※納品先は、お申し込み後にご連絡いたします。
　　※納品が遅れますと同封ができない場合がございます。その場合はキャン
　　　セルとさせていただきます。

❹カタログを同封した学会誌を発行日にお送りしますので、ご確
認ください。

❺後日請求書をお送りしますので振込手続きをお願いします。

 お申し込み方法と掲載までの手続き 1 通あたり
約17.5 円！

毎月会員に配布している学会誌に貴社 /貴校のカタログや広告を同封し、直接読
者にお届けするサービスです。
通常のDMと異なり学会誌に同封しますので、読者の開封率は格段に上がります。
また，カタログ送付にかかるコストを最小に抑えることができ、なおかつ情報処
理を専門とする読者にターゲットを絞った効果的な案内を出すことが可能となり
ます。

？
カタログ同封
サービスとは？

サイズ：A4 判または A3 判二つ折り（その他についてはご相談ください）
用紙：色上質厚口（四六判 80kg）またはコート紙（四六判 90kg）相当

問合せ先

＊情報処理学会研究会主催、共催を含む

大学 / 研究所 / 賛助会員または情報処理学会主催・
共催事業は、下記のとおり割引料金が適用されます。

「情報処理」
カタログ同封サービスの
ご案内

 

大学や
共催事業は
さらに割引も！

一般社団法人情報処理学会 会誌編集部門　E-mail: editj@ipsj.or.jp
〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F
Tel.(03)3518-8371　Fax.(03)3518-8375

大学 / 研究所 / 賛助会員　　　
（基本価格の 40％ Off ！）

情報処理学会主催・共催事業＊

（基本価格の 80％ Off ！）

一般社団法人

情報処理学会
Information Processing Society of Japan

基本価格　350,000 円
　　　　　　　　　　 　　  （税込  378,000 円）

対象：全会員　20,000 通 配布
（正会員 / 名誉会員 / 学生会員 / 賛助会員）

210,000 円
 （税込  226,800 円）

70,000 円
 （税込  75,600 円）



ご寄付のお願い

http://www.ipsj.or.jp/annai/outward/donation.html

＊ご注意 情報処理学会は寄付金に対する税金が優遇される特定公益増進法人ではございません。 

会員他寄付

資産

役務

IPSJIPSJ

学会活動に活用

役務提供

教育・育成

社会貢献社会貢献

表彰

国際活動

規格標準化

情報資産保存

学会諸事業

その他

教育・育成

表彰

国際活動

規格標準化

情報資産保存

学会諸事業

その他

活用先活用先

現金
情報入試 子ども教室 パソコン教室

〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台1-5　化学会館4F

情報技術を通じて、人類及び世界の発展に資するため 
情報技術を中心に学術および技術の振興に資するため 
将来を担う人材の育成に資するため 

情報技術を通じて、人類及び世界の発展に資するため 
情報技術を中心に学術および技術の振興に資するため 
将来を担う人材の育成に資するため 

情報処理学会は、情報処理に関する学術および技術の振興をはかることにより、

学術、文化ならびに産業の発展に寄与することを目的に各種事業を戦略的に展開しております。 

今回、学会活動の更なる活性化を図る上で会員の皆様からご寄付を頂戴いたしたく、お願いを申し上げる次第です。

皆様から頂きますご寄付は  

情報処理学会は、情報処理に関する学術および技術の振興をはかることにより、

学術、文化ならびに産業の発展に寄与することを目的に各種事業を戦略的に展開しております。 

今回、学会活動の更なる活性化を図る上で会員の皆様からご寄付を頂戴いたしたく、お願いを申し上げる次第です。

皆様から頂きますご寄付は  

IPSJ　寄付

などの観点に照らし、下記の項目に活用させて頂く所存です。 

今回ご寄付をお願いしたいのは現金に加えて、情報技術に関わる有形無形の資産（著作物、電子的コンテンツ、

特許、ソフトウェア等）、ボランティアで提供いただける役務提供（経験や知識に基づく役務）なども含みます。

お預かりいたしましたご寄付のうち使途のご指定のあるものは、そのご意向に沿った活用をさせて頂き、

ご指定のないものは、その使途を学会活動の活性化に有効な諸事業で活用させて頂きます。 

今後も会員の皆様の絶大なるご支援・ご協力を頂きながら、学会発展のために努力して参る所存でありますので、

何卒よろしくお願い申し上げます。 

などの観点に照らし、下記の項目に活用させて頂く所存です。 

今回ご寄付をお願いしたいのは現金に加えて、情報技術に関わる有形無形の資産（著作物、電子的コンテンツ、

特許、ソフトウェア等）、ボランティアで提供いただける役務提供（経験や知識に基づく役務）なども含みます。

お預かりいたしましたご寄付のうち使途のご指定のあるものは、そのご意向に沿った活用をさせて頂き、

ご指定のないものは、その使途を学会活動の活性化に有効な諸事業で活用させて頂きます。 

今後も会員の皆様の絶大なるご支援・ご協力を頂きながら、学会発展のために努力して参る所存でありますので、

何卒よろしくお願い申し上げます。 

詳しくはこちら

お問合せ

一般社団法人　情報処理学会　管理部門

     03-3518-8375　TEL 03-3518-8374 FAX
soumu@ipsj.or.jp

http://www.ipsj.or.jp/annai/other/donation.html

1173情報処理 Vol.57 No.11 Nov. 2016



1174 情報処理 Vol.57 No.11 Nov. 2016

【特集：ユビキタスコンピューティングシステム（Ⅴ）】
■	特集「ユビキタスコンピューティングシステム（Ⅴ）」の編集
にあたって	 角　康之

■	Implementation	of	 Input	Functionality	Using	Energy	Source	
for	Further	Miniaturization	of	Small	Devices

	 	 Hiroyuki	Manabe	他
■	EverCuate	:	ユーザ非同期参加型津波避難訓練システム
	 	 大越　匡	他
■	MinaQn	 : 市民参加型まちづくりのための参加型センシング
Web プラットフォーム	 坂村美奈	他

■	疎に配置された赤外線センサを用いた住宅内人物移動推定手法		
	 村尾和哉	他

■	深層学習を用いた歩行時におけるスマートフォンの所持位置推定		
	 長谷川達人	他

■	User-Installable	 Indoor	Positioning	 System	using	 a	Wi-Fi	
Beacon	and	PDR	Module	 Kensuke	Sawada	他

■	Recognizing	and	Understanding	Nursing	Activities	for	a	Whole	
Day	with	a	Big	Dataset	 Souzo	Inoue	他

■	携帯センサと近接センサを用いた看護師業務分析　	磯田達也	他
■	Efficient	Window	Aggregate	Method	 on	Array	Database	
System	 Li	Jiang	他

■	コンテンツの多様性を考慮したクロスドメイン推薦
	 	 富士谷康	他
■	ソーシャルネットワークにおける共通の友人に着目した実世界
イベント分類手法	 佐藤翔野	他

■	クラスタツリー型センサネットワークに適した秘密分散法とそ
れを用いた鍵共有方式	 岩村恵市	他

■	Theory	and	 Implementation	of	an	Adaptive	Middleware	 for	
Ubiquitous	Computing	Systems	 Jingtao	Sun	他

【一般論文】
■	線形発展方程式のための Inexact	Shift-invert	Arnoldi 法	 	
	 橋本悠香	他

■	連続型・時間／費用トレードオフ最小全域木問題
	 	 片岡靖詞	他
■	ネットワーク設計書を用いたインフラ品質のためのシステムメ
トリクスの提案	 尾花将輝	他

■	Adaptive	Function	 to	Ensure	Robustness	 of	MCMC-Based	
Autonomous	Decentralized	 Control	Mechanism	 against	
Changing	Environment　	 Yusuke	Sakumoto	他

■	ニュースのためのやさしい日本語とその外国人日本語学習者へ
の効果	 田中英輝	他

■	FOBOS を用いたスパース性を持つインパルス応答の推定 *　
	 	 竒藤圭人	他
■	色変換と色照射による可視光で撮影された静脈画像の鮮明化	 	
	 岩田英三郎	他

■	直近移動能力を考慮した車椅子操作推定モデル *　	宮田章裕	他

	*	：推薦論文　Recommended	Paper
†	：テクニカルノート　Technical	Note

論文誌ジャーナル掲載論文リスト
Vol.57 No.10（Oct. 2016）

【論文誌 教育とコンピュータ Vol.2 No.2】
■	大学生の用いるパスワードの強度と管理状況	 高橋　優	他
■	小学校低学年における 3Dプリンタ学習の可能性	 鈴木二正	他
■	穴埋め問題を用いたプログラミング教育支援ツール pgtracer の
開発と評価	 掛下哲郎	他

■	高等学校における実用的プログラミングの教育実践	 高岡詠子	他
■	サービスラーニングの手法を取り入れた大学での情報教育：「情
報ボランティア」の質的分析	 大橋裕太郎	他

■	コンピテンシーに基づくカリキュラムに対応した eポートフォ
リオシステムの開発	 宮崎　誠	他

■	Scratch を用いた実機ロボット制御を伴うプログラミング導入
授業の実践	 恐神正博	他

■	類題を用いた演習機能のMoodle への実装	 及川義道	他

	 	

　　論文誌トランザクション掲載論文リスト
（Oct. 2016）
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読後のご意見をお送りください

　本誌では，現在約 100 名の方々に毎号のモニタをお願いしておりますが，より多くの読者の皆さんからのご意見，
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〔12〕本号で最も良くなかった記事は何ですか？　上記〔10〕の設問の記事番号から１つだけ選び（例：10-8 の記事の場合は「8」と記入），その理由をご回
答ください．上記に掲載されていない記事の場合はタイトルを直接ご記入ください．
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担　当 E-mail Tel（ダイヤルイン） 取り扱い内容
■ 会員サービス部門

会　員 mem@ipsj.or.jp 03-3518-8370 入会，会費，変更連絡，退会，在会証明，会員証，会誌配布，会員特典，会費等口座振替，
海外からの送金，賛助会員，電子図書館

■ 会誌編集部門

会誌編集 editj@ipsj.or.jp
03-3518-8371

会誌「情報処理」の掲載内容，広告掲載，転載許可，出版，
コンピュータ博物館（情報処理技術遺産），著作権

図　書 tosho@ipsj.or.jp 03-3518-8374 出版物購入

■ 研究部門

論文誌 editt@ipsj.or.jp
03-3518-8372

論文誌（ジャーナル／ JIP ／トランザクション）の編集・査読

調査研究／
国際／教育 sig@ipsj.or.jp 研究会登録，研究発表会，研究グループ，シンポジウム，国際会議，IFIP 委員会，

情報処理教育委員会，アクレディテーション対応，認定情報技術者制度
■ 事業部門

事　業 jigyo@ipsj.or.jp
03-3518-8373

全国大会，FIT，プログラミングコンテスト，プログラミング・シンポジウム，協賛・後援

技術応用 event@ipsj.or.jp 連続セミナ，短期セミナ，IT フォーラム，ソフトウエアジャパン，その他講習会

■ 管理部門

総務／庶務 soumu@ipsj.or.jp

03-3518-8374

総会・理事会，支部，選挙，総務系選奨，関連団体，アドバイザリーボード

経　理 keiri@ipsj.or.jp 出納，送金連絡

システム企画 sys@ipsj.or.jp システム企画，セキュリティ，電子化委員会，電子図書館，IPSJ メールニュース

デジタルプラクティス editdp@ipsj.or.jp デジタルプラクティス（DP）の編集・査読，DP レポート

　一般社団法人  情報処理学会（本部）　※支部所在地等詳細はリンクされている各支部ページでご参照ください．
　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　　Fax(03)3518-8375　http://www.ipsj.or.jp/

■ 各種問合せ先 ■

■ 情報規格調査会

規格部門
問合せフォーム
https://www.itscj.ipsj.or.jp/contact/
index.html

ISO/IEC JTC 1での情報技術の標準化業務
〒105-0011 東京都港区芝公園3-5-8　機械振興会館308-3
Tel (03)3431-2808　Fax (03)3431-6493　http://www.itscj.ipsj.or.jp/
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■ 編集室 ■

次号（12 月号）予定目次
編集の都合により変更になる場合がありますのでご了承ください．

「特集」社会を変えるブロックチェーン技術
ブロックチェーンの基本と発展／ビットコイン対談／ Bitcoin Improvement Proposal (BIP) 最前線／ハイパーレジャープロジェ

クト／ブロックチェーンの分散台帳を利用した電子投票による集合知の構成─対称的な非集中型監査と絶対中立的な記録─／ 

ブロックチェーン，分散レッジャー技術と社会の未来

「小特集」学校まるごとわくわくプログラミング─京陽小学校の事例
小学校における全校的なプログラミング学習活動とその意義／算数科におけるプログラミングの活用（6 年生）─素数を探すプ

ログラムを書こう─／国語科におけるプログラミングの活用（1）／市民科におけるプログラミングの活用（小学校 6 年生）～

学校の伝統を引き継ごう～／国語科におけるプログラミングの活用（小学校 2 年生）～お話を楽しみ，表現し合おう～／小学校

図工科におけるプログラミングの活用─ 1 年生の取り組みを通して─／京陽小学校における ICT 活用実践の経緯と成果

教育コーナー：ぺた語義

連　載：IT 日和／会誌編集委員会女子部／ビブリオ・トーク

コラム：巻頭コラム／シニアコラム：IT 好き放題

会議レポート：第 19 回画像の認識・理解シンポジウム（MIRU2016）開催報告

　完成原稿の入稿が始まると塚本編集長から伝言が．
　「ポケモン GO と位置情報ゲームの話がないのは残念」
　はい，ありません！　あ～くやしい失敗した！　今回の
特集はかなり早くから企画が進んでいて，タイミングや内容
なども練りに練っていた．が，執筆期限ぎりぎりに来てポケ
モンが来た．米国の状況が伝えられたころからどうしよう
かと悩み始めていたが，なにもしないうちに入稿時期に入っ
てしまった．ああ，もう少し早く対応を考えれば，あるい
は多少遅くても遠慮せず著者に加筆をお願いすれば……．

　いやいやいやいや，ゲーム産業は諸 GO 無常だ．惑わさ
れてはいけないのだ．世間がポケモン GO 一色だからこそ，

「情報処理学会誌」ではあえてゲーム産業の全体を俯瞰し
た特集としよう．それが権威ある学会誌としての矜持だ．
1 年後，2 年後にはかならずや，「『情報処理』はぶれなく
てさすがだね」と思っていただけるに違いない．したがっ
て，まったく心残りはありません．
　でもくやしい．あ～くやしい．

（金子　格／本特集エディタ）

ITに関する最新情報や研究発表の場の提供を通じて，あなたのお役に立ちます．

詳しくは http://www.ipsj.or.jp/ をご覧ください

申込／照会先　　一般社団法人 情報処理学会
　〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-5　化学会館4F
　Tel(03)3518-8370（会員サービス部門）　E-mail: mem@ipsj.or.jp

会員募集中！！
入会して発表会に
参加しよう！

自分に合った
分野が見つかりそう

研究会が
たくさんあるなぁ
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表 3 対向 265,000 円
（税込 286,200 円）

190,000 円
（税込 205,200 円）

155,000 円
（税込 167,400 円）

前付 1 頁 250,000 円
（税込 270,000 円）

165,000 円
（税込 178,200 円）

135,000 円
（税込 145,800 円）

前付 1/2 頁 ─ ─ 80,000 円
（税込 86,400 円）

前付最終 ─ ─ 148,000 円
（税込 159,840 円）

目次前 ─ ─ 148,000 円
（税込 159,840 円）

差込
（A 判 70.5kg 未満　1 枚）

275,000 円（税込 297,000 円）

差込
（A 判 70.5kg ～ 86.5kg　1 枚）

350,000 円（税込 378,000 円）

同封
（A 判　1 枚）

350,000 円（税込 378,000 円）

＊原稿制作が必要な場合には別途実費申し受けます．
＊同封のサイズ・割引の詳細についてはお問合せください．

お問合せ・お申込み・資料請求は

　広告総代理店 アドコム・メディア（株）
　Tel.03-3367-0571　Fax.03-3368-1519　E-mail: sales@adcom-media.co.jp　　

 

■問合せ・お申込み先
〒 169-0073  東京都新宿区百人町 2-21-27

アドコム・メディア（株）（Tel/Fax/E-mail は下に記載）

■資料送付先

掲載広告の資料請求

広告のお申込み

□インタフェース ……………………………… 表 2

□オーム社 ……………………………………… 表 2 対向

□サイエンス社 ………………………………… 目次前

□産業技術大学院大学………………………… 前付最終上

□とめ研究所 …………………………………… 前付最終下

□フォーラムエイト …………………………… 表 3

□ すべての会社を希望
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本会をご支援いただいております賛助会員をご紹介いたします．
Webサイト（http://www.ipsj.or.jp/annai/aboutipsj/sanjo.html）「賛助会員一覧」のページからも

各社へリンクサービスを行っておりますので，ぜひご覧ください．

照会先　情報処理学会　会員サービス部門　E-mail: mem@ipsj.or.jp　Tel.(03)3518-8370

賛助会員のご紹介 

●●● 賛助会員（10 〜 19口）

（株）リクルートホールディングス グーグル（株） （株）NTTドコモ （株）東芝

日本電信電話（株） 日本マイクロソフト（株）

●●● 賛助会員（20 〜 50口）

（株）日立製作所 富士通（株） 日本電気（株）

三菱電機（株） （株）サイバーエージェント 日本アイ・ビー・エム（株）

●●● 賛助会員（3 〜 9口）

NTT データ（株） 沖電気工業（株） グリー（株） 楽天（株） 情報サービス産業協会

4色印刷用
C 100%
M 55%
K 35%

NTT コムウェア（株） （株）うえじま企画 三美印刷（株） ソニー（株） パナソニック（株）

（株）フォーラムエイト




